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鶴
城
小
学
校
仮
設
校
舎
設
置
に
伴
い
、
平

成
24
年
度
2
学
期
か
ら
同
一
敷
地
内
に
小
学

校
、中
学
校
、役
場
が
同
時
に
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
で
は
運
営
の
難
し
さ
を
指
摘
し
、
大

熊
中
学
校
と
役
場
を
別
な
場
所
に
移
す
よ
う

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
は
そ
の
要
望
を
受
け
福
島
県
、
会
津
若

松
市
と
調
整
を
進
め
、
大
熊
中
学
校
を
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

移
転
先
は
会
津
短
大
隣
接
地
の
会
津
若
松

市
有
地
で
す
。

　

プ
レ
ハ
ブ
平
屋
建
を
３
棟
建
設
し
ま
す
。

　
（
延
床
面
積
２
１
８
６
㎡
）

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
8
月
中
旬
に

着
工
、
3
学
期
か
ら

使
用
開
始
の
予
定
で

す
。

　

各
学
年
２
ク
ラ
ス

で
生
徒
数
１
５
７
人

で
す
。

　

警
戒
区
域
対
象
地
域
の
世
帯
に
つ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
免
税
す
る
。

　
（
平
成
23
年
３
月
11
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

行
政
区
長
の
報
酬
額
は
、
当
分
の

間
、
年
額
の
み
と
し
、
戸
数
割
り　

地
域
割
り
は
支
給
し
な
い
。

　
（
平
成
24
年
度
支
給
分
か
ら
）

　

警
戒
区
域
内
で
消
防
に
関
す
る
活

動
を
す
る
場
合
、
通
常
活
動
費
に

２
０
０
０
円
付
加
す
る
。

　
（
平
成
23
年
４
月
22
日
か
ら
）

　
平
成
24
年
６
月
定
例
会
は
６
月
13
日
か
ら
６
月
１５
日
ま
で
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
大
熊
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
改
正
11
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
請
願

審
査
な
ど
委
員
会
報
告
３
件
の
15
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
で
町
長
示
す

国
民
健
康
保
険
税
の
免
税

行
政
区
長
の
報
酬
見
直
し

消
防
団
費
用
弁
償
の
一
部

見
直
し

一般会計補正予算（主な事業）
・いわき連絡事務所通信回線設置………………………………………… 400万円
・避難農業者一時就農支援事業補助……………………………………… 100万円
・スクールバス運行委託………………………………………………… 3,978 万円
・スクールソーシャルワーカー緊急派遣………………………………… 209万円
・ふくしま復興ホタルプロジェクト事業補助…………………………… 100万円
・大熊っ子みんな集まれ（スパリゾートハワイアンズ）… …………… 323万円

※スクールソーシャルワーカー…いじめや不登校などの問題を解決するために、担任教師とともに児童・生徒の家
庭を戸別訪問したり、教師や保護者に助言したりするほか、児童相談所などと
連携して問題解決にあたること。これを実際に行う人。

条
例
改
正

会津大学
短期大学部

至
飯
盛
山

至
若
松
駅

大熊中学校
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
弁
護
団
結
成
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　

大
熊
町
議
会
議
員
の
定
数
及
び
報
酬
等

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、
双
葉
郡
内
の

報
酬
比
較
、
日
当
制
、
削
減
率
に
よ
り
増

減
さ
れ
る
金
額
、
現
在
の
財
政
規
模
と
の

兼
ね
合
い
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

今
後
町
で
は
緊
縮
財
政
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
、
近
隣
町
村
と
の
比
較
、
類
似

町
村
と
の
比
較
な
ど
か
ら
、
当
面
議
員
報

酬
の
20
％
削
減
が
望
ま
し
い
と
し
、
平
成

24
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
関
し
て
は
、
今
後
、
町
民

の
意
向
調
査
等
を
踏
ま
え
て
町
の
推
移
が

予
見
で
き
る
２
年
後
を
目
途
に
、
改
め
て

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。

3
人
を
議
会
で
推
薦

し
ま
し
た
。

関
本
　
圀
子 
氏

　

下
野
上
字
原
41
番
地

　　
（
昭
和
15
年
10
月
１
日
生
）

議
員
報
酬

 　

20
％
減
額

定
数
は
２
年
後
に
再
調
査

農
業
委
員

請
　
願
　
者	

お
お
く
ま
ま
ち
の
明
日
を
考
え
る
会

　
　
　

	

代
表　

太
田
文
代

住
　
　
　
所	

大
熊
町
大
字
熊
川
字
緑
ヶ
丘
２０
番
地

紹
介
議
員	

廣
嶋
公
治

付
託
委
員
会	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

採
択
理
由	

請
願
の
願
意
は
、
連
絡
事
務
所

の
設
置
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
つ
つ
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
、「
ど
の
よ
う
な
方
策
を
取
る

こ
と
が
町
民
の
た
め
に
良
い
の
か
」「
町
民
の
生

活
の
利
に
資
す
る
べ
き
方
法
は
何
か
」
町
に
検

討
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
会
の
考
え
を
付
加
し
た
上
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

請
　
願
　
者	

お
お
く
ま
ま
ち
の
明
日
を
考
え
る
会

　
　
　

	

代
表　

太
田
文
代

住
　
　
　
所	

大
熊
町
大
字
熊
川
字
緑
ヶ
丘
２０
番
地

紹
介
議
員	

廣
嶋
公
治

付
託
委
員
会	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

不
採
択
理
由	

大
熊
町
で
は
８
割
の
町
民
が
賠
償

手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
弁
護
団
を
編
成
し
た
他
町
の
事
例
で
は

参
加
者
が
、
全
世
帯
数
の
ご
く
一
部
に
と
ど
ま

り
、
そ
の
中
か
ら
も
個
人
手
続
き
に
切
り
替
え

て
い
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
請
求
内
容

も
個
人
の
財
産
が
対
象
と
な
る
た
め
個
人
負
担

が
発
生
し
て
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
治
体
で
弁
護
団
と
関
わ
っ

て
い
る
事
例
は
一
町
の
み
で
あ
る
こ
と
。
弁
護

団
の
結
成
と
い
う
手
法
が
、
町
民
の
利
益
に
反

映
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

　

以
上
を
勘
案
し
不
採
択
と
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
行
政
機
能
の
拡
充
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

採
択

不
採
択

渡
邉
　
忠
一 

氏

　

夫
沢
字
長
者
原

　
　
　
　
　

６
４
７
番
地

　
（
昭
和
16
年
10
月
15
日
生
）

根
本
　
友
子 

氏

　

小
入
野
字
東
平

　
　
　

３
９
６
番
地
３

　
（
昭
和
22
年
６
月
26
日
生
）

特別委員会報告

請願審査
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希
望
者
に
は
実
施
さ
せ
る
べ
き

　 

順
次
年
齢
を
引
き
あ
げ
実
施
す
る

　 

避
難
先
の
各
自
治
体
へ
の
負
担
を
検
討
し
て
は

　 

一
律
の
負
担
は
難
し
く
国
県
に
求
め
て
い
く

 

内
部
被
ば
く
検
査

　
　
　
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被

ば
く
検
査
を
望
ん
で
い
る

町
民
が
い
る
。

　
町
広
報
誌
等
で
周
知

し
、
希
望
者
を
募
り
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
内
部
被
ば
く
検
査

は
５
月
末
で
妊
婦
と
18
歳

ま
で
の
方
は
受
診
済
み
で

あ
る
。

　

現
在
町
独
自
で
平
田
村

の
「
ひ
ら
た
中
央
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
に
お
い
て
、
23
歳

以
下
の
希
望
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。

　

以
降
は
順
次
年
齢
を
引

き
上
げ
実
施
す
る
。

　

今
後
の
検
査
は
実
施
機

関
と
協
議
し
広
報
誌
に
掲

載
す
る
。

 

メ
デ
ィ
ア
対
策

　
　
　
国
、
県
、
町
で
調

整
・
審
議
中
の
案
件
を
あ

た
か
も
決
定
し
た
か
の
よ

う
な
報
道
に
は
、
そ
の
た

び
に
町
民
に
動
揺
が
拡
が

り
、
町
へ
の
不
信
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
町
に
対
し
報
告
・
了
承

の
な
い
報
道
が
な
さ
れ
た

 

ゴ
ミ
処
理

　
　
　
避
難
町
民
は
ゴ
ミ

を
出
す
と
き
遠
慮
し
な
が

ら
出
し
て
い
る
。

　
大
熊
町
と
し
て
各
関
係

自
治
体
に
人
数
に
よ
っ
て

ご
み
処
理
料
の
負
担
を
申

し
出
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
、
避
難
生
活
が
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
現
段
階
で
明
確
な

町
の
方
針
を
示
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
避
難
生
活
が
長
期

化
の
中
で
、
避
難
先
で
町

民
が
肩
身
の
狭
い
思
い
を

し
て
お
り
、
町
政
を
預
か

る
者
と
し
て
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

　

各
自
治
体
に
、
様
々
な

負
担
を
お
願
い
し
て
い
る

以
上
、
そ
の
負
担
を
負
う

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

　

町
民
が
避
難
し
て
い
る

自
治
体
は
４
８
０
カ
所
で

あ
り
、
処
理
費
用
も
異
な

り
一
律
で
の
負
担
が
難
し

い
。

　

会
津
若
松
市
、
い
わ
き

時
は
、
町
の
ブ
ロ
グ
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
否
定
、

ま
た
は
現
在
の
状
況
説
明

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
国
へ

は
、
町
に
説
明
後
に
メ
デ

ィ
ア
に
発
表
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
知
ら
な
い
う
ち
に
ニ

ュ
ー
ス
や
記
事
に
な
る
こ

と
が
多
々
あ
る
。

　

質
問
は
全
く
そ
の
通
り

と
考
え
て
お
り
、
根
拠
の

な
い
報
道
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
く
。

市
に
処
理
負
担
金
の
支
払

い
を
要
望
し
、
会
津
若
松

市
か
ら
は
負
担
金
の
見
積

も
り
を
頂
き
、
い
わ
き
市

は
保
留
中
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
支
払
う
べ

き
も
の
は
支
払
う
考
え
だ

が
、
避
難
先
が
全
国
の
市

区
町
村
で
あ
り
、
避
難
先

自
治
体
に
迷
惑
と
な
ら
な

い
解
決
方
法
を
国
、
県
に

求
め
て
い
く
。

鈴木　光一 議員

廣嶋　公治 議員

問

問

答

答鈴
木

廣
嶋

廣
嶋

町
長

町
長

町
長

町政を問う　一般質問
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　 孤独死防止に万全を

　 再訪問も含め調査を迅速に進める

　 会津若松市に復興拠点を

　 アンケートを分析し方向性を決める

　
　
　
孤
独
死
を
防
止
す

る
た
め
に
緊
急
雇
用
促
進

事
業
を
活
用
し
て
町
民
を

雇
用
し
、
巡
回
訪
問
に
当

て
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
現
在
町
で
は
「
孤

独
死
を
一
人
も
だ
さ
な

い
」
を
目
標
に
、
社
協
生

活
相
談
員
が
仮
設
・
借
り

上
げ
住
宅
を
定
期
的
に
訪

問
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
会
津
若
松
市
で

は
８
名
体
制
で
延
べ
訪
問

数
５
６
８
０
件
、
い
わ
き

市
で
も
７
名
で
延
べ
２
４

９
６
件
訪
問
し
た
。

　

し
か
し
訪
問
先
で
の
不

在
件
数
が
半
数
近
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
再
訪
問
も
含

め
て
調
査
を
迅
速
に
進
め

る
た
め
に
も
、
町
民
の
雇

用
に
つ
な
が
る
人
的
体
制

の
整
備
に
努
め
る
。

　
　
　
復
興
計
画
素
案
の

中
で
は
、
い
わ
き
市
周
辺

に
拠
点
を
設
け
る
と
あ
る
。

　
総
合
的
に
安
心
安
全
を

考
え
る
と
会
津
若
松
市
に

拠
点
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分

析
し
方
向
性
を
決
め
て
い

く
。

　

町
外
拠
点
は
他
の
自
治

体
の
理
解
な
し
に
進
め
る

こ
と
が
出
来
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
判
断
材
料

と
な
る
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
な
ど
、
双
葉
郡
内
の
連

携
や
福
島
県
の
自
治
体
間

調
整
を
要
請
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

少
し
で
も
早
く
先
の
見

え
る
状
況
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

 

ピ
ロ
リ
菌
検
査

　
　
　
総
合
健
診
で
実
施

し
て
い
る
胃
が
ん
検
診
と

一
緒
に
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
検
査
料
を
町
で

負
担
で
き
な
い
か
。

　
　
　
県
内
で
検
査
を
委

託
し
て
い
る
保
健
衛
生
協

会
に
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
検

査
の
実
績
が
な
い
。

　

現
在
確
定
し
た
情
報
が

少
な
い
の
で
よ
り
有
効
な

検
査
法
に
つ
い
て
関
係
機

関
か
ら
情
報
を
収
集
し
、

医
療
機
関
と
調
整
の
う
え

検
討
す
る
。

　

検
査
料
の
町
負
担
に
つ

い
て
は
、
導
入
を
決
め
た

時
点
で
再
考
し
た
い
。

 

再
建
・
復
興
の
記
録

　
　
　
大
熊
町
の
地
震
や

津
波
の
映
像
を
収
集
し
、

原
発
災
害
の
情
報
を
ま
と

め
町
の
再
建
・
復
興
へ
の

道
の
り
を
記
録
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
マ
ス
コ
ミ
等
に
映

像
資
料
の
提
供
を
お
願
い

し
、
後
世
に
し
っ
か
り
伝

え
ら
れ
る
記
録
を
作
成
す

る
。

問

問

答

答

伊
藤

伊
藤

阿
部

阿
部

町
長

町
長

町
長

町
長

町政を問う　一般質問

阿
部
　
光
國 

議
員

伊
藤
　
昌
夫 

議
員
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見
舞
金
支
給
条
例

　
　
　
東
日
本
大
震
災
の

津
波
被
災
に
よ
り
家
屋
等

が
流
失
し
た
熊
川
・
小
入

野
・
夫
沢
地
区
の
37
世
帯

に
対
し
、
町
が
考
え
る
独

自
の
支
援
策
は
。

　
　
　
今
回
の
東
京
電
力

に
よ
る
損
害
賠
償
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
代
わ
る
町
独
自

の
支
援
策
と
し
て
は
、
被

災
避
難
者
見
舞
金
支
給
条

例
の
見
直
し
を
図
り
、
見

舞
金
の
額
、
融
資
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

 

財
産
の
所
有
権

　
　
　
帰
還
困
難
区
域
に

お
け
る
家
屋
・
土
地
等
の

全
額
賠
償
を
受
け
た
場

合
、
所
有
権
は
移
転
す
る

の
か
。

　
今
後
の
財
産
管
理
・
不

動
産
を
処
分
す
る
際
、
混

乱
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
の
で
町
は
よ
く
検
証

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
回
の
賠
償
に
お

い
て
は
所
有
権
は
移
転
し

な
い
。
今
後
税
法
上
の
扱

い
、
火
災
な
ど
の
事
故
の

責
任
、
相
続
す
る
場
合
等

　
　
　
復
興
の
課
題
が
山

積
し
、
業
務
量
が
膨
大
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
緊
急
事
態
、
副
町

長
の
任
務
も
町
長
の
職
務

を
代
理
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
業
務
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り
、
副
町
長
職
を

外
交
面
と
内
政
的
な
面
に

分
け
る
等
、
国
・
県
か
ら

の
外
部
招
集
で
複
数
体
制

は
と
れ
な
い
か
。

　
　
　
国
・
県
か
ら
の
出

向
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思

う
が
、
現
段
階
で
は
複
数

制
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　

現
体
制
を
維
持
し
な
が

ら
、
足
元
を
固
め
て
復
旧

復
興
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
現
在
国
・
県
か

ら
3
名
派
遣
さ
れ
て
お

り
、
国
・
県
と
の
調
整
や

町
の
災
害
対
策
本
部
会
議

で
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
国
・
県
か
ら
の
派

遣
は
あ
く
ま
で
も
駐
在
員

で
あ
り
副
町
長
の
仕
事
は

出
来
な
い
。
町
長
が
過
重

労
働
で
倒
れ
た
ら
町
民
に

迷
惑
が
か
か
る
。
副
町
長

詰
め
る
課
題
が
あ
る
の

で
、
関
係
機
関
と
十
分
協

議
し
、
賠
償
の
円
滑
化
を

図
る
。

 

墓
地
管
理

　
　
　
避
難
区
域
の
見
直

し
後
も
従
来
ど
お
り
一
時

帰
宅
は
可
能
と
な
る
が
、

祖
先
の
永
眠
す
る
お
墓
参

り
を
切
望
す
る
町
民
の
た

め
に
も
、
倒
壊
し
た
お
墓

の
再
建
と
管
理
の
徹
底
を

国
の
責
任
で
負
う
べ
き
。

　
　
　
地
震
で
倒
壊
し
た

お
墓
を
見
て
心
を
痛
め
て

お
る
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。

　

お
墓
ま
わ
り
の
除
染
を

行
い
、
い
ち
早
く
安
心
し

て
再
建
や
墓
参
り
が
で
き

る
よ
う
国
に
要
請
す
る
。

の
複
数
体
制
は
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　

趣
旨
は
理
解
す

る
。
確
か
に
仕
事
量
も
増

え
て
き
て
い
る
し
、
復
興

に
向
け
て
大
事
な
時
期
で

あ
る
の
で
今
後
検
討
す
る
。

　

し
か
し
今
の
課
題
は
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
、
専

門
職
、
あ
る
い
は
技
術
職

が
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
現
在
、
国

県
に
対
し
派
遣
に
つ
い
て

調
整
し
て
い
る
。

　 

流
失
家
屋
の
支
援
策
は

　 

条
例
を
見
直
し
対
応
す
る

　 

副
町
長
の
複
数
体
制
を
導
入
し
て
は

　 

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

堀川　亘夫 議員

松永　秀篤 議員

問

問

答

答

町政を問う　一般質問
堀
川

堀
川

堀
川

松
永

松
永

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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平
成
24
年
４
月
26
日
、
５
月
24
日
の
２

回
開
催
し
ま
し
た
。

　

復
興
計
画
（
素
案
）
の
内
容
及
び
課
題

と
継
続
審
査
中
の
請
願
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

主
な
調
査
内
容

①
い
わ
き
連
絡
事
務
所
の
改
修
工
事

②
役
場
機
能
・
組
織
の
見
直
し
、
職
員
の

定
数
問
題

③
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

④
原
子
力
発
電
所
の
収
束
状
態

⑤
除
染
・
区
域
見
直
し
・
賠
償
・
中
間
貯

蔵
施
設

　

こ
れ
ら
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

請
願
審
査

　

３
件
の
請
願
審
査
を
行
い
、
２
件
に
つ

い
て
は
６
月
定
例
会
に
お
い
て
結
果
を
報

告
し
、
残
り
１
件
は
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

復
興
計
画

　

素
案
に
対
す
る
現
状
で
の
課
題
、
問
題

点
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
に
よ
り
議
会

の
立
場
で
復
興
計
画
に
何
が
必
要
で
あ
る

か
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
復
興
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は

議
会
、
各
所
管
課
が
共
通
認
識
を
持
ち
対

応
し
て
い
く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
周
辺
地
域
の

安
全
確
保
に
関
す
る
協
定

　

現
在
の
協
定
は
、
通
常
の
運
転
状
態
を

想
定
し
た
協
定
で
あ
り
、
事
故
に
よ
り
協

定
を
見
直
す
べ
き
と
結
論
を
得
ま
し
た
。

　

見
直
す
に
あ
た
り
安
全
が
担
保
さ
れ
る

こ
と
、
本
質
は
崩
さ
ず
、
細
部
に
わ
た
っ

て
協
定
内
容
を
協
議
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
応
急
対
策
を
議
会
に
説
明
す
る

こ
と
も
要
望
し
ま
し
た
。

大
熊
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
者

　

現
職
委
員
の
意
向
、
意
思
を
尊
重
し
議

会
推
薦
と
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
国
・
県
・
町
は
復
興
・
復
旧
の
た
め
ど

の
よ
う
な
考
え
方
・
方
向
性
を
持
っ
て
い

る
の
か
」

　
「
町
の
出
張
所
や
連
絡
事
務
所
は
ど
ん
な

仕
事
・
事
業
を
し
て
い
る
の
か
」

　
「
議
会
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
」

　
「
町
民
の
方
々
が
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
ど

の
よ
う
に
生
活
・
活
動
し
て
い
る
の
か
」

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
読
み

や
す
い
内
容
に
仕
上
げ
、
町
民
の
方
々
に

届
け
る
こ
と
が
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
の

務
め
と
考
え
編
集
作
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

３
月
定
例
会
以
降
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
８
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
第
19

号（
５
月
１
日
）第
20
号（
５
月
15
日
）の「
議

会
だ
よ
り
お
お
く
ま
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

常任委員会報告

総
務
文
教

産
業
厚
生

広
報
・
公
聴



■
発
行
／
大
熊
町
議
会　
　

〒
９
６
５

−

０
８
７
３　

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手
町
２

−

41　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
２

−

２
６

−

３
８
４
４　

■
編
集
／
大
熊
町
議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り  

お
お
く
ま
No.21
H24.8

8おおくま議会だより第21号
2012年８月１日発行

春
は
お
城
の
桜
に
踊
ら
さ
れ

夏
は
阿
賀
川
ロ
ー
ド
で
汗
流
し

秋
は
下
総
街
道
氷
玉
峠
で

　

偉
人
と
紅
葉
に
ひ
た
り

冬
は
磐
梯
山
麓
を
滑
降
し

会
津
の
四
季
を
楽
し
ん
で
は
い
る
が

春
は
聖
徳
の
桜
に
踊
ら
さ
れ

夏
は
熊
川
の
清
涼
に
た
た
ず
み

秋
も
熊
川
の
銀
鮭
と
た
わ
む
れ

冬
は
阿
武
隈
の
空
っ
風
に
ふ
か
れ
て

懐
か
し
き
か
な
大
熊
の
空
景

我
心
は
、
地
こ
と
ば
で

　
「
く
な
し
、
く
ね
ん
ぼ
う
」
な
り

広
報
公
聴
委
員
　
廣
嶋
公
治
　

編
集
後
記

　今号の表紙の題字は大熊中学校 1年（平成 22年度当時）の安藤友
ゆう

愛
あ

さんです。
　全241点の応募から、22点を採用し題字として使わせていただいております。
　応募された皆様には、賞品の贈呈を行う予定です。

題字の表彰

会
員
数
は
何
人
い
ま
す
か
？

　

28
名
で
す
。

設
立
の
目
的
は
？

　

住
民
同
士
の
親
睦
と
融
和
を
図
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
日
は
？

　

毎
月
3
回
で
す
。
5
日
、
15
日

25
日
と
５
の
付
く
日
で
す
。

現
在
の
活
動
内
容
は
？

　

毎
月
3
回
の
お
茶
飲
み
会
を
実
施

し
、15
日
に
は
昼
食
会
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
日
曜
日
は
ゴ
ミ
集
積

所
の
清
掃
、
毎
月
5
日
は
仮
設
住
宅

内
の
ゴ
ミ
拾
い
も
実
施
し
な
が
ら
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
予
定
は
？

　

新
し
い
活
動
を
増
や
す
よ
り
、
今

の
活
動
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委

員

長
　
　
加
藤
　
良
一

副
委
員
長
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

委
　
員
　
　
伊
藤
　
昌
夫

委
　
員
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
吉
岡
健
太
郎

委
　
員
　
　
石
田
　
洋
一

発
行
責
任
者
　
　
千
葉
　
幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

サークル紹介

問問問問問 答答答答答

松長仮設住宅
ボランティア団体

すみれ会

今回は

をご紹介します

町
民
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。


